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の
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都
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再
生
の
試
み
の
推
進
に
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す
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質
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に
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す
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答

弁
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一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
芸
術
文
化
の
創
造
性
を
活
か
し
た
都
市
再
生
の
試
み
を
推
進
す
る
地
方
公
共
団
体
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
」（
平
成
三
十
年
三
月
六
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
「
歴

史
・
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
広
域
周
遊
観
光
の
促
進
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
等
も
含
め
、
地

域
振
興
や
観
光
振
興
等
を
通
じ
た
地
方
創
生
や
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
進
め
る
」
と
さ
れ
、
「
未
来
投
資
戦
略
二
〇
一
八
」

（
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
を
契
機
と
し
た
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
・
・
・
大
会
開
催
地
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
各
地
に
お
い
て
実
施
し
、
日
本
文
化

の
魅
力
や
日
本
の
美
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
か
し
つ
つ
、
誘
客
に
よ
る
地
域
活
性
化
や

共
生
社
会
の
構
築
等
に
つ
な
げ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
「
国
際
文

化
芸
術
発
信
拠
点
形
成
事
業
」
、
「
文
化
芸
術
創
造
都
市
推
進
事
業
」
等
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
文
化
芸
術
に

関
す
る
取
組
の
支
援
や
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
の
強
化
等
に
取
り
組
ん
で
ま
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